
水道需要に関わるリスク・課題

現行の水道需要予測
（10年程度先を予測）

計画一日
平均使用水量

計画一日
平均配水量

計画一日
最大配水量

現行の水道需要予測方法

÷計画有収率 ÷計画負荷率

用途別使用水量（予測）
・生活用水
・都市活動用水
・工場用水

計画有収率 計画負荷率

用途別使用水量（実績）
・生活用水
・都市活動用水
・工場用水

≪統計的手法により予測≫

過去の実績等から算出した
将来配水する可能性のある量の最大値

推計

配水量
の変動

計画一日平均配水量

計画一日最大配水量

●需要と水源・施設整備の関係

漏水量
等

計画一日
平均使用水量

・施策や過去の実績を踏まえて設定
・予測期間と水道施設整備・供用期間との違い
・長期的な水道需要は、様々な要因により大き
く変動する可能性がある

資料４－３

現行予測方法では
考慮しきれない
リスクの存在

現行の水道需要予測

［重回帰分析］

合算

長期的な将来の東京の姿を正確に予見することは、その期間の長さから困難なため、国や都の施策（新成長戦略、10年後の東京など）が講じられた場合(Ⅰ)、講じられなかった場合(Ⅱ)を設
定したうえで、専門家へのアンケート調査の結果等から、東京の長期的な将来の水道需要の見通しを概観

現在過去 未来

水道施設の整備・供用期間は、
数十年～100年以上

水道需要量の
推移イメージ

水
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計画有収率 計画負荷率

考え方 配水量に対する有収水
量の割合を示すもの

気象や経済動向など様々な
要因による配水量の変動の
大きさを示すもの

現状の設定 漏水防止対策等の取組
を考慮して設定

予測に用いる過去の実績期
間（15年間）の最小値を採用

【参考】長期的な水道需要の見通し

施策やある一定の過去の実績を踏まえて設定される

水源、施設において
将来の様々なリスクも踏まえて確保すべき目標

現行の需要予測では考慮しきれない将来の不確定な

リスクに対する安全をどのように考え、確保していくかが課題

・水源確保の目標

・施設整備の目標予測期間と水道施設整備・供用期間の違い

①人口動態

Ⅰ【１割～２割程度増加】
Ⅱ【現状程度～１割程度減少】

③気象・気候

【気温は上昇】
【異常気象の発生頻度増加】 ④水使用動向等

【水の使われ方は多様化】

②経済動向

Ⅰ【一定程度拡大】
Ⅱ【一定程度減少】

東京の将来像

現在過去 100年後50年後

水道需要量の
推移イメージ
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長期的水道需要の見通し

気候変動・人口・経済・地震など

長
期
的
な
将
来
の
需
要
は
、
様
々
な
要
因
に
よ
り

大
き
く
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る

専門家への
アンケート調査及び
ブレインストーミング

Ⅰ施策が講じられた場合
Ⅱ施策が講じられなかった場合

※施策について
・新成長戦略
・ヒートアイランド対策ガイドライン
・10年後の東京
・地球温暖化対策に係る
中長期ロードマップ
などの施策を示して調査を実施

≪長期的な水道需要の見通し≫


